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たくさんのインシデント報告ありがとうございます。今日は年末に心温まる取り組みの紹介です。 

「身体抑制最小化の取り組み 

～組合員さんと共に・マフの導入～」 
7月からリスク部会内に「抑制ゼロチーム」を設置し、リハビリテーション科専門医の山本Ｄｒ

と認知症認定看護師の高谷主任を中心に活動を開始しました。10月には「せん妄対策手順」と固

定テープ「ミゼアセーフ」を開始しています。現在は身体抑制の基準を見直し、指針を作成中です。 

マフって？？ 

マフは筒状のカラフルにデザインされたニット製品で、認知症の人の落ち着かない手を穏やかに温かく

保ち、触覚という感覚を用いたケアに活用されています。手袋型拘束帯（ミトン）の代わりに手を拘束する

ものではありません。マフの内外には柔らかなぬいぐるみやアクセサリーが付けられ、認知症の人が手を

入れたり触ったりして、心身の緊張を解きほぐし、安心感が得られます。 

この度、ボランティア委員会の皆さんにたくさんのマフを作成していただきました。 

マフについて学習し、心を込めて作成していただき、本当にありがとうございます。 

さっそく 4階病棟で試験運用を開始しましたので、その様子をご紹介します。 

第 2回 全職員医療安全研修 

「身体抑制最小化について」2～3月に開催予定です 

 

いいなぁ～ 

目が見えず、ベッド上生活のＡさん 

点滴・酸素・尿道カテーテルの抜去が

あり、上肢抑制帯とミトンを使用して

いました。 

抑制を外してマフをお渡しすると、手

のひらや指先で、ぬいぐるみや外の飾

りの感触を何度も確かめていました。 

好みに合ったマフを

選んでいただきます 

プレゼントに大興奮！ 

とても気持ちいいと喜

んでいます。使い方は

人それぞれでＯＫ 


